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は じ め に 

 

 

近年の社会経済情勢は世界的規模で広がる人やモノ、情報の流れ、いわゆるグローバル

化と情報化の進展及びＡＩ（人工知能）や５Ｇ（次世代通信規格）にみられる技術革新に

大きな特徴があると考えており、これらの技術や現象は刻々と変化し、進化しております。

加えて、人口減少・少子長寿化の進行は私どもの暮らしや企業活動に大きな影響を与える

ものであり、特に、経済活動を支える生産年齢人口の減少が人手不足や地域経済の縮小に

つながることを危惧しております。 

飯塚市が将来にわたり、県央の中心的な役割を担う活力ある都市として成長を続けるた

めには、このような変化の激しい時代をたくましく生き抜く人材の育成と国際化や情報化

の進展を見据えた未来志向の施策の構築が必要になると考えております。 

このようなことから、2018（平成 30）年 4 月に国際交流推進室を設置し、サニーベ

ール市との姉妹都市交流を中心に本市の国際化を進めておりますが、このたび、この流れ

を全庁的な、部局横断的な広がりと深まりの中で着実に進めていくため、国際都市いいづ

か推進計画を策定いたしました。 

国際化は時代の潮流となりつつありますが、何よりも大切なことは国際化を推進するに

あたり、市民の皆様とともに外国の方にやさしいまちづくりを目指すことにあると考えて

おります。飯塚市は 2018（平成 30）年 5 月に内閣府より共生社会ホストタウンに登録

いただき、更に、2020年東京パラリンピックの南アフリカ共和国車いすテニス及び水泳

競技の事前キャンプ地に決定いたしました。また、毎年開催される飯塚国際車いすテニス

大会は多くの外国人選手をお迎えする中、2,000人を超えるボランティアの皆様で支えら

れております。このような取り組みとともに、この計画を推進することで、外国の方、障

がいのある方、ご高齢の方、子ども達、全ての方にやさしく、そして温かい飯塚市を実現

してまいりたいと考えております。 

 結びに、計画の策定にあたりまして、貴重なご意見をいただきました関係者の皆様に心

から感謝申し上げます。 

            飯塚市長  片峯 誠 
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本市は、2017（平成 29）年度に「第２次飯塚市総合計画」を策定し、「人権を大切に

する市民協働のまち」、「共に支えあい健やかに暮らせるまち」、「活力とうるおいのあるま

ち」、「やさしさと豊かな心が育つまち」、「水と緑豊かな快適で住みよいまち」の５つの基

本理念を定め、目指すべき都市目標像として「人が輝き まちが飛躍する 住みたいまち 

住みつづけたいまち～共に創り 未来につなぐ 幸せ実感都市 いいづか～」の実現に向

け、市民、各種団体、NPO、事業者等と行政が協力・連携する協働によるまちづくりを推

進しています。 

近年の情報関連技術の飛躍的な発達により、政治・経済・文化など、あらゆる分野での

ボーダレス化が進み、人、もの、情報の動きが地球規模で活発化しています。 

そのような社会情勢の中、地方都市においても積極的に国際化を推進し、グローバル社

会に対応する施策が必要となってきています。 

本市においては、中長期的な観点から人口減少の克服及び地方創生に関する施策を推進

していますが、外国人材の受け入れや活用、地域人材のグローバル化の推進などにより、

地域経済の活性化、次代を担う人材の育成、まちの魅力向上などの課題解決につなげてい

くことが重要となっています。 

このような状況を踏まえ、本市における国際化、グローバル化を推進し、多様な文化を

理解し受け入れることができる市民意識の醸成と、人口減少社会に対応した持続可能なま

ちづくりを目指し、本市における国際政策の基本的な考え方や、様々な分野にわたる施策

の方向性を示すために「国際都市いいづか推進計画」を策定するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米国サニーベール市のヘンドリックス市長と片峯市長 

2017（平成 29）年 9 月に来飯された際の記念撮影 

第１章 計画策定の趣旨 
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１．計画の位置づけ 

本計画は、本市のまちづくりの基本的な方向性を示した「第２次飯塚市総合計画」を上

位計画とし、本市が取り組む国際政策の方向性を示す計画として策定します。 

 

２．対象期間 

対象期間は、本計画の上位計画である「第２次飯塚市総合計画」において実施する中間

年次点検の年度に終期を合わせるため、2019（平成 31）年度から 2021 年度までの３

カ年とします。 

また、計画については、必要に応じた見直しを行い、「第２次飯塚市総合計画」の後期期

間に合わせ、2022 年度から 2026 年度までの５カ年間の次期計画を策定します。 

 

総合計画の期間 2107 年度（平成 29 年度）～2026 年度までの 10 年間 

2017 年度 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 

          

 

３．計画の進捗管理 

昨今、国際化に向けた大きく変化している社会情勢を踏まえながら本計画の実効性を確

保するために、毎年度の点検・評価による進捗管理を行い、必要に応じて見直し改善を行

いながら計画の推進を図ります。 

 

 

第２章 計画の位置づけと対象期間 

中間年度に必要に応じて見直し 

国際都市いいづか推進計画 

2019 年度 ～ 2021 年度 

 

総合計画の中間年次点検

に合わせて見直しを行い、

次期計画を策定。 

第２次国際都市いいづか推進計画 

2022 年度 ～ 2026 年度 

 

３年間の進捗及び実績を基に、総合計画

の後期期間に合せて施策と目標設定の見

直しを行い、次期計画を策定。 
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１．日本に住む外国人数 

図１ 日本に住む在留外国人数の推移（201７年１２月末現在） 

   

                         出典：法務省「在留外国人統計」 

 

 

図 2 日本の在留資格別在留外国人数（201７年１２月末現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：法務省「在留外国人統計」 

 

 

第３章 国際化の現状 

外国人数は平成 26 年以降より急激に増加しており、特にベトナム人が著しく増加しています。 

「永住者」「特別永住者」が全体の約 4 割を占め、「留学」が続きます。 
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図 3 日本の外国人留学生の推移（2017 年 5 月 1 日現在） 

 

 

出典：独立行政法人 日本学生支援機構 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年以降「ネパール」及び「ベトナム」からの留学生が急激に増えています。 

※平成 25 年及び平成 26 年の日本の留学生の数値については、独立行政法人日本学生支援機構及び福岡県地

域留学生交流推進協議会の資料に基づき算出している。 

※平成 27 年～平成 29 年の日本の留学生の数値については、独立行政法人日本学生支援機構の調査に基づき

作成している。 
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2．福岡県に住む外国人数 

図１ 福岡県に住む在留外国人数の推移（2017 年 12 月末現在） 

  

                      出典：福岡県「福岡県の国際化の現状」 

 

 

図 2 福岡県の在留資格別在留外国人数（2017 年 12 月末現在） 

 
出典：福岡県「福岡県の国際化の現状」 

 

 

 

 

56,437 57,696 60,417 
64,998 

72,039 

外国人数は徐々に増加しています。特にベトナム人が急激に増えています。 

「留学」が最も多く全体の約２５％以上を占めています。次いで、「永住者」「特別永住者」が続きます。 
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図 3 福岡県の外国人留学生の推移（2017 年 5 月 1 日現在） 

 

 

出典：福岡県「福岡県の国際化の現状」 

 

 

 

 

 

 

図４ 福岡県内の在留外国人数が多い自治体上位 10 位（2017 年 12 月末現在） 

出典：法務省「在留外国人統計」 

 

平成 26 年以降「ネパール」及び「ベトナム」からの留学生が急激に増えています。 

※平成 25 年及び平成 26 年の福岡県留学生の数値については、独立行政法人日本学生支援機構及び福岡県地

域留学生交流推進協議会の資料に基づき算出している。 

※平成 27 年～平成 29 年の福岡県留学生の数値については、独立行政法人日本学生支援機構の調査に基づき

作成している。 

本市は県内で 5 番目の在留外国人数となっています。 
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３．飯塚市に住む外国人数 

図 1 飯塚市に住む在留外国人数の推移（2018 年 3 月末現在） 

 

            出典：飯塚市「住民基本台帳」（2018 年）及び法務省「在留外国人統計」 

※在留登録が 3 か月未満の外国人は住民登録を行わないため除く。 

 

 

図 2 飯塚市の在留資格別在留外国人登録数（2018 年 3 月末現在） 

                       出典：飯塚市「住民基本台帳」（2018 年） 

※在留登録が 3 か月未満の外国人は住民登録を行わないため除く。 

飯塚市の外国人は平成 26 年度以降微増傾向にあります。特に、平成 28 年度以降ベトナム人が急増しています。 

「特別永住者」及び「永住者」が半数以上を占めています。 
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図 3 飯塚市の外国人登録留学生数の推移（2018 年 3 月末現在） 

 

    出典：飯塚市「住民基本台帳」（2018 年） 

※在留登録が 3 か月未満の外国人は住民登録を行わないため除く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アジアからの留学生が大部分を占めています。近年は若干の減少傾向にあります。 

飯塚山笠に参加した外国人留学生たち  
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国においては、訪日外国人旅行者数を 2020 年に年間 4,000 万人まで増加させる「観

光立国推進基本計画」の推進や、同じく 2020 年を目途に 30 万人の留学生受け入れを目

指す「留学生 30 万人計画」を推進しています。また、人口減少によって将来予想されて

いる深刻な人手不足の解消に向けて入管難民法を改正し、外国人労働者の受け入れ拡大を

推進することとしており、外国人材を活用した地方創生や経済政策を、国をあげて行って

います。また福岡県においても、日本におけるアジアの玄関口としての地理的利点を活か

し、訪日外国人旅行者数は年々増加傾向にあり、2010（平成 22）年の 81 万人から 2016

（平成 28）年には 259 万人と約３倍に増加しています。 

このような情勢の中、本市には３つの大学（近畿大学産業理工学部、近畿大学九州短期

大学、九州工業大学情報工学部）があることから、外国人留学生やその家族を含む多くの

外国人が本市を訪れており、任意団体「飯塚国際交流推進協議会」を中心に、市民との触

れ合いの機会を創出し、市民への国際理解と協力の輪を広げる取り組みを進めてきました。

また、本市の地域資源や強みを活かした観光インバウンドを推進し、韓国や台湾など、ア

ジア諸国からの観光客誘客を推進しています。更には、アメリカ合衆国カリフォルニア州

にあるサニーベール市と、2014（平成 26）年度より毎年度実施している「子どもたち

による海外研修事業（学校間交流事業）」で、本市を訪れた際に受ける日本人特有の“おも

てなしのこころ”が高く評価され、2016（平成 2８）年 12 月には同市と姉妹都市協定

を締結し、本市で初めての姉妹都市が誕生しました。 

今後は、人口減少地域における定住人口の増加や労働力不足の解消といった、本市にお

ける様々な課題を解決する一助とするために、本市からの距離や時差も少なく、市内に住

む外国人の比率が高い東南アジア諸国をはじめとした海外諸国との友好関係を構築し、外

国人留学生および外国人労働者の支援など、積極的に取り組んでいく必要があります。ま

た、外国人の定住化を促進するうえで、地域住民として受け入れられるような環境の整備

がより一層求められます。 

そのためには、市民の国際理解を強力に推進し、本市で暮らす外国人にとっても、住み

たいまち、住み続けたいまちとして、多様な文化とあらゆる国籍の人々との共生ができる、

多文化共生のまちづくりを目指して取り組んでいく必要があります。 

 

 

 

 

※多文化共生 

 国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的違いを認め合い、対等な関係を築きながら、 

地域社会の一員として共に生きていくこと。 

 「多文化共生の推進に関する研究会報告書」2006（平成 18）年 3月 総務省 

 

第４章 グローバル化に向けた課題 
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地域における国際化を推進することは、多様な文化との交流や地域における新たな活力

の創出など、「ひとづくり」そして「まちづくり」へと発展させていくことによって、本市

の魅力をさらに高めるとともに、人口減少地域における定住人口の増加や労働力不足の解

消といった直接的な課題解決へとつながります。 

 

１．ひとづくり 

（１）飯塚市の魅力である自然、文化、歴史を再認識する。 

外国人との交流は、文化や価値観の違いから、私たち自身が気づいていない、まち

の魅力や素晴らしさに気づかせてくれます。 

そして、私たちが暮らしているまちの魅力を再認識することで、ふるさとへの愛情

や、住み続けたいという心を育みます。 

 

 

（２）異文化への理解を深め、外国人とふれあい、差別や偏見のない思いやりのある心

を育む。 

わが国にも歴史があるように、世界中の国々にも各々の歴史があります。 

伝統や文化、慣習は、その国における長い歴史の中で醸成され、培われてきた大切

なものであり、お互いに理解し合い、尊重されなくてはいけません。 

地域において、外国人との交流を推進することで、自国とは異なる文化や歴史、異

文化への理解を深め、外国人に対する差別や偏見のない、思いやりのある心を育みま

す。 

 

 

（３）国際感覚を養うとともに、国際的な視野を持って活躍できる人を育てる。 

国際化、グローバル化の急速な進展の中で、世界で活躍できる人材を育てることが

重要です。そのためには、教育環境の整備を進め、日本人だけでなく、地域で暮らす

外国人にとっても、様々な選択肢から将来を決めることが出来るようにすることも大

切です。 

また、子どもから大人まで、あらゆる世代において、多様な文化や価値観に触れる

機会を創出し、教育やスポーツなどを通じて、異文化への理解やコミュニケーション

能力を向上させることによって国際感覚を養うとともに、国際的な視野を持って活躍

できる人材を育てます。 

 

 

 

 

第５章 国際都市づくりの意義 
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２．まちづくり 

（１）異文化との交流によって、新しいまちの魅力や活力を生み出す、元気な地域づく

りの推進。（多文化） 

地域における国際理解を推進することによって、新しいまちの魅力や活力ある地域

づくりを目指し、日本人と外国人が共存して暮らせる多文化共生のまちづくりを推進

することが重要です。 

多文化共生のまちづくりが進むことによって、外国人と市民との交流が活発となり、

地域における、新たな価値観、新たな文化、新たな魅力などの創出へとつなげていき、

元気あふれる地域づくりを目指します。 

 

 

（２）地域経済・産業の活性化に向けた、海外との経済交流の推進。（経済） 

市内への外国人観光客の増加は、飲食、小売、物流など幅広い経済効果を生み出し

ます。また、人口減少による将来的な経済規模の縮小が危惧される今日においては、

地域経済・産業の活性化を促すために、国内市場だけに留まらず、広く海外まで市場

の拡大を検討することや、今後益々増加が見込まれる地域の担い手不足といった課題

の解消につながる取り組みも重要です。 

近年、著しい経済成長を遂げている東南アジア諸国との経済交流を視野に入れ、地

域資源などを活かしたまちづくりを推進し、本市のブランド力を高め、広く海外に向

けて魅力を情報発信し、海外への販路拡大や観光インバウンドの推進、外国人労働者

支援など、地域経済・産業の活性化につながる取り組みを推進します。 

 

 

（３）安全で安心な、外国人にも優しく暮らしやすいまちづくりの推進。（定住） 

地域において国際理解を推進することや、地域で暮らす日本人と外国人の双方にと

って、安全で安心な優しく暮らしやすい、持続可能なまちづくりを推進することによ

り、移住・定住人口の増加につなげることが重要です。 

そのためには、地域におけるルールや生活習慣などに対する理解と協力を促し、多

様な文化や価値観を共有するとともに、地域住民として受け入れられることができる

環境の整備や、民間団体を活用した外国人労働者支援の取り組みによる就労環境の改

善を図ることで、経済的にも安定した生活を送ることが可能となります。 

外国人が地域住民の一員として、地域社会を支える担い手としての役割を果たすこ

とができ、外国人にとっても、住みたいまち、住み続けたいまちとして、本市の定住

人口増加へつながる地域づくりの取り組みを推進します。 
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１．基本理念 

第２次飯塚市総合計画では、都市目標像を「人が輝き まちが飛躍する 住みたいまち 住

みつづけたいまち～ 共に創り 未来につなぐ 幸せ実感都市 いいづか ～」としています。  

また、基本計画の第 5 章「国際交流・多文化共生の推進」の施策方針として「外国人と

市民との相互理解を深め、国際交流や外国人にも暮らしやすい多文化共生のまちづくり」

を推進することとしています。 

本計画は、グローバル化の急速な進展により、人・もの・情報の交流が活性化している

中で、世界に目を向けて、多様な文化の享受とあらゆる国籍の人々との共生や、国際交流・

経済交流を通じて国際化を推進していくことで、魅力あふれる“ひとづくり”と“まちづ

くり”を目指すこととし、「人とまちと世界がつながる 国際都市いいづか」を基本理念と

定めます。 

 

 

 

 

 

２．基本方針 

“国際都市いいづか”の実現に向けた基本方針として、「多文化共生」と「国際交流・経

済交流」の２つを大きな柱とし、それぞれに施策と目標を設定することにより、国際化を

推進していきます。 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６章 計画の体系 

人とまちと世界がつながる 国際都市いいづか 

～ 外国の方、障がいのある方、ご高齢の方、子どもたち 
全ての方に優しく、そして温かい飯塚市をめざして ～ 

 

理解と尊重により、差別や偏見の

無い温かな心を育て、外国人に優

しく住みやすいまちを目指し、国

際化を推進していく。 

 

【施策】 

① 国際理解の推進 

② 多文化共生の地域づくり 

③ 多言語による情報発信 

④ 外国人への生活支援 

市民や団体、企業などが国際交

流・経済交流を通じて魅力の向上

や新たな活力を生み出し、国際化

を推進していく。 

 

【施策】 

① 姉妹・友好都市との交流 

② 教育・スポーツを通じた交流 

③ 経済交流の推進 

④ 国際観光の推進 

大きな柱① 

多文化共生 

大きな柱② 

国際交流・経済交流 
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１．大きな柱① 多文化共生                   

数値目標（KPI） 

評価指標 
基準値 

〔2018（H30）年度〕 

目標値 

〔2021 年度〕 

市内在住外国人の数 1,253 人〔2017（H29）年度〕 1,410 人 

 

基本的な方針 

市内外に向けた、市の様々な情報発信に関しての多言語化の推進や、多様な文化の享

受とあらゆる国籍の人々との共生ができる、差別や偏見のない地域づくりを推進するこ

とで、本市で暮らす外国人にとっても、住みたいまち、住み続けたいまちとして、本市

の定住人口増加へとつなげる。 

 

 

※KPI とは、key performance indicator の略語であり、重要業績評価指標を示します。目標の達成度合い

を計るために継続的に計測・監視される定量的な指標となります。組織や個人が日々活動、業務を進めて

いくにあたり、「何を持って進捗とするのか」を定義するために用いられる尺度であり、現在の状況を表す

様々な数値などの中から、進捗を表現するのに最も適していると思われるものが選択されます。 

 

 
① 国際理解の推進 

外国人市民が暮らす地域において、地域のルールや生活習慣などの理解と協力を促し、

地域住民として受け入れられることができる環境の整備など、地域で暮らす日本人と外

国人の双方にとって、安全で安心な優しく暮らしやすい地域づくりを推進することで、

移住・定住人口の増加につなげる。 

具体的な事業 

○地域における国際理解の推進 

各まちづくり協議会や自治会等と協力し、地域で行われる様々なイベントに、地域で

暮らす外国人の参加を促し、外国人とのふれあいを通して、相互理解を図る。 

○学校における国際理解の推進 

国際交流事業の開催や国際理解講座等による国際教育を推進し、文化の多様性につい

て一人ひとりが互いに理解を深め、子どもの頃からの国際感覚を醸成する。 

目標達成指標(KPI) 
基準値 

〔201８（H30）年度〕 

目標値 

〔2021 年度〕 

参加者アンケートにおける満足度 ― 85％ 

第７章 施策の具体的な方向性 
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③ 多言語による情報発信 

市内在住の外国人に向けた、行政サービスの情報を多言語で発信することで、必要な

情報を確実に取得できるよう環境整備を行う。また、市外から訪れる外国人に向けて市

の PR 情報や看板等の表記を多言語化することにより、共生のまちづくりを目指す。 

具体的な事業 

○多言語による情報発信 

 市からの通知文や、ホームページ、各刊行物や防災情報など、行政サービス情報の多言

語化を推進する。 

○市の PR 情報や看板等表記の多言語化 

市内在住の外国人や、外国人観光客等の利便性を向上させるため、市の PR 情報や看

板等について、外国人に分かりやすい多言語化を推進する。 

目標達成指標(KPI) 
基準値 

〔2017（H29）年度〕 

目標値 

〔2021 年度〕 

国際交流のホームページへのアク

セス数 
757 件 3,000 件 

 

 

② 多文化共生の地域づくり 

 

② 多文化共生の地域づくり 

多文化共生イベントを実施し、広く市民と外国人との交流を推進することで、自国と

は異なる文化や歴史、異文化への理解を深める。また、外国人に対する差別や偏見のな

い地域づくりを行うことで、外国人と市民との交流が活発となり、元気あふれる地域づ

くりを目指す。 

具体的な事業 

○多文化共生イベントの実施 

「いいづか街道まつり」などの市民イベントに、飯塚国際交流推進協議会と外国人が

共同で参加し、市民への国際理解を図る。 

○外国人に対する人権擁護の推進 

外国人に対する差別や偏見のない地域づくりを推進するために、人権研修等を開催す

る。 

目標達成指標(KPI) 
基準値 

〔2018（H30）年度〕 

目標値 

〔2021 年度〕 

市民イベントへの参加者数 800 人 1,000 人 
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※福岡県留学生サポートセンター運営協議会 

大学、行政、産業界、地域社会が一体となって留学生をサポートするために日本で初めて設置された協議会。 

留学生一人ひとりの「学び、暮らし、働き」を支え、将来、福岡県との強い絆をもって活躍する人材を育て、支

援することを目的としている。 

所在地 福岡市中央区天神 1-1-1 アクロス福岡 3F(公財)福岡県国際交流センター「こくさいひろば」内 

W E B http://www.fissc.net/ja/ 

 

 
④ 外国人への生活支援 

外国人を地域住民として受け入れるための環境整備や、就労環境の改善を図ることで、

外国人にとっても住みたいまち、住み続けたいまちとして、本市の定住人口の増加へつ

ながる地域づくりの取り組みを目指す。 

具体的な事業 

○外国人児童教育支援事業 

市立の小・中学校に在籍している外国人の児童生徒等のうち、日本語の理解が難しい

者等に対して、市教育委員会が指定した市立学校)に外国人児童生徒等のための教室を設

置し、日本語指導、教科の補充学習及び英語指導等を教員が行うことにより、外国人児

童生徒等の日本語能力を育成し、生活適応を促進することで、外国人児童生徒等が安心

して学び、通学できる環境を整備するとともに、国際理解教育の充実を図る。 

○外国人の窓口ワンストップ化 

市役所に来られた日本語の話せない外国人に対する行政手続きの支援や通訳、また外

国人向けの生活相談を行うことでワンストップ化を図る。 
 

○外国人向け住宅の確保 

市内の民間賃貸住宅や空き家等を活用し、外国人向け住宅の確保を行うことで、定住

化を促進する。 
 

○外国人就労支援事業 

外国人を対象とした日本語教室やセミナーなどを開催する。また、民間を活用した外

国人材受入企業の支援を行う。 
 

○外国人留学生支援事業 

国際交流・多文化共生の推進のため、県内の大学の留学生拡大を産・学・官が一体と

なって支援している「福岡県留学生サポートセンター運営協議会」への参画、および留学

生の生活・就職・交流支援を行う。 

 

目標達成指標(KPI) 
基準値 

〔201８（H30）年度〕 

目標値 

〔2021 年度〕 

外国人児童への通級指導対応率 100％ 100％ 

外国人就労支援による雇用企業数 － 3 社（3年間計） 
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２．大きな柱② 国際交流・経済交流              

数値目標（KPI） 

評価指標 
基準値 

〔2018（H30）年度〕 

目標値 

〔2021 年度〕 

国際交流に関して満足している市

民の割合 
82.8%〔2015（平成 27）年〕 85% 

 

基本的な方針 

国際交流の主役となる市民や団体、大学や企業などと連携し、教育・スポーツを通じ

た国際交流の推進や、新しいまちの魅力の創造、姉妹都市交流を活用した起業家支援の

取り組みなど、雇用の創出や地域経済の活性化につながる経済交流を推進することによ

って、本市の国際都市化を目指す。 

 

①  姉妹・友好都市との交流 

姉妹都市である米国サニーベール市との経済交流への進展や、著しい発展を遂げてい

るアジア諸国をはじめとした海外との友好関係構築により、地域経済の活性化を図る。

また、未来の飯塚を担う子どもたちが、グローバル社会を生き抜いていけるように、国

際的な視野を持って世界で活躍できる人材を育てる。 

具体的な事業 

○姉妹都市交流推進事業 

 両市間における情報発信やサニーベール市の子どもたちの受け入れなど、姉妹都市の

認知度を高め、市民の国際感覚の醸成を図り、両市の更なる発展へとつなげていく。 

○グローバル人材育成研修事業 

 子どもたちを海外に研修派遣し、実体験を通して異文化への理解を深め、また、日本

語教室や地域行事への支援など、事後活動を通して将来の飯塚市を担う人材を育成する。 

○ベイエリア構想推進事業 

 ベイエリア（サニーベール市近郊、シリコンバレー周辺地域）で姉妹都市を提携してい

る国内の地方自治体との連携・協力による、企業の海外進出支援に向けた取り組みを推

進する。 

目標達成指標(KPI) 
基準値 

〔201８（H30）年度〕 

目標値 

〔2021 年度〕 

参加者アンケートにおける満足度 ― 85％ 
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② 教育・スポーツを通じた交流 

国際的なイベントとして世界で認められている「飯塚国際車いすテニス大会」など、

スポーツを通じた国際交流の推進を図る。 

また、小学生から生きた英語を学ぶことで、コミュニケーション能力や英語力を向上

し、グローバル社会を生き抜くために国際的な視野を持った世界で活躍できる人材を育

てる。 

具体的な事業 

○飯塚国際車いすテニス大会支援事業 

 飯塚圏域において唯一の国際競技大会として開催され、スポーツの振興、共生社会の

実現、国際交流の推進、地域経済の活性化に大きく寄与する飯塚国際車いすテニス大会

の継続開催を支援する。 

○パラリンピック事前キャンプ地誘致事業 

 2020 年の東京パラリンピックにおける「車いすテニス」「水泳」競技の事前キャン

プ地として、公民からなる実行委員会を中心に、南アフリカ共和国パラリンピックチー

ムを支援する。 

○オンライン英会話 

 市内の公立小学校 19 校の 5～6 年生の児童を対象にオンライン英会話を実施する。 

オンラインによるマンツーマンでの英会話レッスンを取り入れた授業を通して、小学

生の「聞く・話す」を中心とした英語によるコミュニケーション能力の育成を図る。 

○外国人講師等派遣事業 

 飯塚市立小学校３～4 年生の児童の外国語活動に外国人講師等を派遣し、児童の英語

によるコミュニケーション能力の素地の育成を図る。 

 飯塚市立中学校における外国語授業に外国人講師を派遣し、生徒の英会話によるコミ

ュニケーション能力や積極的に英語に慣れ親しむ態度の育成を図る。 

目標達成指標(KPI) 
基準値 

〔201８（H30）年度〕 

目標値 

〔2021 年度〕 

車いすテニス大会への参加者数 9,334 人 11,000 人 

英語のコミュニケーション能力アン

ケート調査での「できる」「たぶん

できると思う」の回答の合計割合 

89％ 90％ 

小学校でのオンライン英会話の様子 
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③  経済交流の推進 

大学や研究機関が集積している本市の強みを活かした地場企業の育成や起業・創業支

援、若者や外国人材の活用を含めた新たな雇用の創出を図る。 

また、地元企業の海外事業展開への支援や、成長著しいアジア諸国との経済交流の推

進による地域経済の活性化を図る。 

具体的な事業 

○アジア経済交流推進事業 

 市内企業の海外進出や販路拡大を行う上での活動支援やセミナーを開催する。外務省

との共催による、駐日外交団の地方視察を実施する。また、外国語が堪能で海外駐在経

験等のある海外経済交流支援員（地域おこし協力隊）を活用した海外事業展開を図る。 

○地域企業と外国人（留学生・労働者等）との連携事業 

 飯塚地域の学生、企業、地域住民の交流の拠点として整備した「つなぐカフェ＠飯塚」

との連携、企業と外国人（留学生・労働者等）とのマッチングなどを企画するなど、外

国人材の活用促進等による地域企業の競争力強化を図る。 

○起業家育成支援事業 

世界中の起業家からの斬新なアイデアを競う、スタートアップワールドカップ（SWC）

の、日本予選における地方大会を実施する。新たな起業家支援の取り組みとして、市の

新たな魅力の向上を図る。 

目標達成指標(KPI) 
基準値 

〔201８（H30）年度〕 

目標値 

〔2021 年度〕 

海外進出セミナー等への参加企業数 15 社 100 社（3年間計） 

「スタートアップワールドカップ 2019 日本予選 九州大会 in 飯塚」の表彰式 
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      旧伊藤伝右衛門邸             飯塚オートレース 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 国際観光の推進 

地域の新たな観光資源の発掘や観光ルートの広域連携を推進し、市内外への積極的な

情報発信によってまちのブランド化に取り組み、外国人観光客が快適に過ごせるような

環境の整備や受け入れ体制の強化によって、地域経済の活性化を図る。 

具体的な事業 

○観光集客推進事業 

 外国人観光客を対象に、地域資源や強みを活かした観光インバウンドを推進する。 
 

○訪日外国人観光客受入環境整備事業 

 観光ポータルサイトの多言語化や、主要な観光施設での無料公衆無線 LAN を整備し、

併せて ICT 技術を活用した効果的な情報発信によって、外国人観光客の誘客を促進する。 

目標達成指標(KPI) 
基準値 

〔2017（H29）年度〕 

目標値 

〔2021 年度〕 

外国人の観光入込客数 8,789 人 12,400 人 
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１．姉妹都市 アメリカ合衆国 サニーベール市 

【姉妹都市締結の経緯】 

2013（平成 25）年 12 月にアメリカのサニーベール市と友好交流関係協定を締結し、

将来世代の人材育成を図ることを目的に、子どもたちによる学校間交流を中心に交流を深

めて来ました。 

友好交流関係協定は 3 年間の期限付き（期限：2016（平成 28）年 12 月 19 日まで）

であったため、友好都市から姉妹都市への発展について、両市の市議会において「全員一

致」による決議がなされ、子どもたちを中心とした学校間交流事業だけでなく、今後は、

大人の交流事業や民間事業者同士の交流の推進による経済的な交流への発展も大いに期待

されることから、2016（平成 28）年 12 月 1 日付で姉妹都市協定を締結しました。 

 

【サニーベール市の概要】 

サニーベール市は人口約１５万人で、サンフランシスコから南に約 64 ㎞、サンノゼか

ら西に約 16 ㎞の位置にあり、ロッキード社やヤフー本社など多くの世界的ハイテク企業

が集積するシリコンバレーの中心地の一つとなっています。サニーベール市は全米の中で

も有数の治安の良い都市であり、大変美しいまちです。 

気候は地中海性気候で、夏の日中平均最高気温は 21℃台後半であり、冬は 10℃を下回

ることはあまりありません。日本とサニーベール市の時差は、-17 時間（サマータイムは

－１６時間）で日本が正午の時にはサニーベール市は前日の午後 7 時（サマータイムは午

後８時）になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８章 飯塚市の海外との姉妹都市交流について 
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サニーベールコミュニティセンターパーク 

 

池にある噴水が特徴的な美しい公園です。一年を通

して様々なイベントが行われています。 

マーフィーアベニュー 

 

サニーベールの生みの親マーフィー氏

の名前を冠した目抜き通り。 

サニーベール市庁舎 

 

趣のあるこの市庁舎は現在立て替え中

で、2019年に完成予定です。 

サニーベール市の様子 
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飯塚友情ネットワークが寄贈した桜 

 

ブレーリー公園に植えられた桜の木は、サ

ニーベール市民のお花見スポットになって

います。 

サニーベール歴史資料館 

 

缶詰産業からＩＴ産業へ移り変わった

サニーベールの歴史を知ることができ

ます。 

サニーベール図書館 

 

建物前には本を読む少年の像があり、来

館者を出迎えてくれます。 
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２．相互交流事業の紹介 

 

◆I2S 交流事業（飯塚 TO サニーベール）グローバル人材育成研修事業 

2014（平成 26）年から毎年度、飯塚市在住の中学生がサニーベール市を訪問してい

ます。サニーベール姉妹都市協会(SSCA)の協力のもと、ホームステイや現地の中学校・

高等学校の授業への参加など、同世代の人たちとの交流をはじめ、世界最先端の企業見学

を含む様々な研修活動を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             Google 本社見学の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サニーベール市のホストファミリー、サニーベール姉妹都市協会のスタッフとの集合写真 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

◆S2I 交流事業（サニーベール TO 飯塚） 

2014（平成 26）年から毎年度、サニーベール姉妹都市協会(SSCA)と飯塚友情ネット

ワークの協力のもと、サニーベール市の中・高生が飯塚市にホームステイし、市内の中学

校・高等学校を訪問して授業に参加したり給食を一緒に食べたり、様々な交流を行ってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

嘉穂劇場見学の様子             学校登校の様子 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

◆AEP 交流事業（アダルト・エクスチェンジ・プログラム）大人の交流 

飯塚市とサニーベール市の民間人同士で交流することを目的に、民間団体である飯塚友

情ネットワークとサニーベール姉妹都市協会が取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016（平成 28）年 10 月には、2組目

として、サニーベール市で貸倉庫業を営むフ

ローレンス・スタフォードさんと甥のロブ・

ロバーツさんが来飯され、女性事業主との交

流を行いました。 

 

 

【フローレンスさん（左から 3 番目）】 

2016（平成 28）年 5 月に、1 組目の

交流として、飯塚友情ネットワークの代

表である縄田修氏と、アメリカの小児科

医、吉田先生の事業間交流からスタート

しました。 
  

 

 

【縄田先生（左）と吉田先生（右）】 
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飯塚国際交流推進協議会は、地域に密着し、市民が一体となった国際化を図り、国際化

に対する意識や相互理解を深め、国際社会に向けた人づくり、地域づくりに寄与するとと

もに、会員相互の友好を推進することを目的として、ボランティア団体、高校、大学、青

年会議所、商工会議所、行政等から組織されています。 

【主な活動内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第９章 飯塚国際交流推進協議会の紹介 

国際理解の推進を図ることを目的に、「中学生英語スピーチ」、「高校生英語スピー

チ」及び「外国人日本語スピーチ」を毎年開催しています。休憩中には、飯塚市内の

小学校による英語での国際交流等に関する発表などを実施しています。たくさんの方

に参加していただくとともに、スピーチの内容も素晴らしいものとなっています。 

スピーチコンテスト 

市民と市内在住の外国人や留学生との交流を図るため、諸外国の料理を紹介する「お

国料理バザー」を毎年開催しています。平成 30 年度はタイ、インドネシア、ロシア、

中国のお国料理を「筑前の國いいづか街道まつり」で販売しました。 

お国料理バザー 
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市内在住の外国人と市民が料理作りを通してお互いの文化を体験し、相互の理解を深

めています。市民を対象とした外国の料理教室と外国人を対象とした日本料理教室を

実施しています。 

市内で暮らす留学生等の外国人と普段着感覚で交流を行う、宿泊を伴わない家庭訪問

を行っています。家庭の行事への参加や一緒に食事や会話を楽しみながら互いの国の

文化や習慣をともに学びあう素晴らしい機会となっています。 

市内在住の外国人を講師とした外語講座を通し

て、その国の文化や歴史にも触れながら国際交流

を図っています。 

お国料理教室 

 

e-ZUKA International Exchange Association(EIA) 

外国人講師による外国語講座 

ホームビジット 
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飯塚市セカンドライフ応援ポイント制度について（概要） 

 

1.目的 

今後、高齢化が進む社会において、シニア世代が生き生きと活躍できるよう、自らが積極

的に社会参加し地域社会に貢献できるシステムを構築するため、市の指定する事業に参加

した市民を対象に活動のインセンティブとなるポイントを付与する制度を導入するもの。また

地域内でポイントが流通することで、地域経済の活性化につなげることを目的とする。 

 

2.対象者 

市内に住所を有し、当該年の４月１日現在６０歳以上で市が指定する社会貢献事業に

参加した者 

 

3.平成 31年度指定予定事業 

市が主催する教育・福祉・子育てに関する事業で、報償等を受けていない次の事業を予

定している。 

区

分 
事 業 名 ポイント H29 実績（人） 

研 

修 

型 

認知症サポーター養成講座【初級】 100 

1,485 

認知症サポーター・フォローアップ研修【上級】 

500 

フレイル予防サポーター養成講座【上級】 

手話奉仕員養成講座（入門課程）【連続講座】 

手話奉仕員養成講座（基礎課程）【連続講座】 

ファミリーサポートセンター事業(まかせて会員)登

録講習会【上級】 

ゲートキーパー養成講座【上級】 

参 

加 

型 

療育キャンプ事業ボランティア  

100 1,495 
熟年者マナビ塾事業 

 

4.ポイント付与基準 

①研修型 

養成講座等のうち初歩的な研修：1回につき１００ポイント 

養成講座等のうち上級的な研修または連続講座：1回につき５００ポイント 

②参加型 

1回につき１００ポイント 

 

福 祉 文 教 委 員 会 

平成 31年 3月 7日提出 



5.ポイントの付与及び交換 

① 市の指定する事業への参加者に対しポイント券（紙ベース）を発行 

② ポイント券は、市内で流通している地域ポイント（チクスキパス、コスモスタンプ、てんと

うむしーる）に変換 

③ 地域ポイントに変換後、それぞれの加盟店で、1ポイント 1円で換算し使用 

 

6.実施期間 

 平成 31年度からの 3年間 

 

7.今後の検討事項 

①対象事業の拡充 

②ポイントが使用できる店舗の拡充 

③電子化の検討 



「認知症教本」の作成について 

 

1 趣旨 

 市内小中学校の児童生徒が認知症について正しく理解し、認知症をもつ身近

な高齢者に思いやりやいたわりの心が持てることを目的として、その学びのた

めの教材となる「認知症教本」を児童生徒の発達段階に応じて作成。 

 また、この「認知症教本」による学びを通して、若い世代を含む市民が認知

症に対する理解を深め、高齢者が自分らしく安心して地域の中で暮らせる共生

共存のまちづくりに取り組んでいく。 

 

2 認知症教本（ＣＤ版）の構成 

 ○構成  ：対象学年ごとの読み物等教材、学習指導案、ワークシート、 

板書計画等 

 ○対象学年：小学校第４・６学年、中学校第２学年 

 ○教材数 ：対象学年各２編、共通教材１編（計７編） 

 

3 作成経過（主なもの） 

 ○認知症教本作成プロジェクト会議（全 3回） 

   H30.6.26・9.28・H31.1.30 

 ○認知症教本作成作業部会（全 7回） 

   H30.6.28・7.19・8.24・9.10・10.31・12.14・H31.1.18 

 ○認知症教本検証授業（全 6回） 

   H30.11.20：菰田小学校 

   H30.11.28：幸袋中学校・鎮西中学校 

   H30.11.29：頴田小学校 

   H30.11.30：菰田小学校 

   H30.12. 5：上穂波小学校 

 ○ＣＤ収録作業：2月上旬 

 ○代表校長会議：教材集の概要説明 

  H31.2.20 

 ○定例校長会議：教材集の概要説明及び配布 

  H31.2.28 

4 「認知症教本」の児童生徒に伝えたい内容 

 ア 認知症という病気の理解 

 イ 認知症になった人についての正しい理解とかかわり方 

 ウ 高齢者に対する尊厳や感謝 

福 祉 文 教 委 員 会 

平成 31 年 3 月 7 日提出 



 エ 認知症の人を支える家族の思い 

 オ 認知症の人をとりまく地域や社会の望ましい在り方 

 

5 教材一覧 

○小学校教材   

対象学年 教材名 ねらい 

４年・６年 認知症って何？（共通教材） ア、イ 

４年 おばあちゃんとの合言葉 ア、ウ 

４年 おばあちゃんからの手紙 エ 

６年 だれが解決してくれたのかな ア、イ 

６年 ケン兄、すごい オ 

○中学校教材   

対象学年 教材名 ねらい 

２年 夕景－ひとってすばらしい ア、イ、ウ 

２年 あの橋の向こうに ア、エ、オ 

 

6 活用開始時期 

 平成 31年 4月より各小中学校において活用開始 

 

 



お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
の
合
言
葉 

 
 

 

「
た
だ
い
ま
あ
。
」 

「
は
ー
い
、
お
か
え
り
。
今
帰
っ
た
ね
。
」 

「
う
ん
。
」 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
ぼ
く
が
家
に
帰
る
と
居
間
の
い
す
に
す
わ
っ

て
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
待
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

ぼ
く
が
二
年
生
ぐ
ら
い
の
と
き
か
ら
、
学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、
決
ま
っ
て
「
は
ー
い
、
お

か
え
り
。
今
帰
っ
た
ね
。
」
と
返
事
を
し
て
く
れ
ま
す
。
毎
日
、
忘
れ
ず
に
言
っ
て
く
れ
る
の
で
、

ぼ
く
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
の
合
言
葉
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

学
校
か
ら
帰
っ
て
き
た
と
き
、
こ
の
合
言
葉
を
聞
く
と
ほ
っ
と
し
ま
す
。 

 

小
学
校
に
入
学
し
た
こ
ろ
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
学
校
の
近
く
ま
で
送
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。 

帰
り
は
家
の
近
く
で
待
っ
て
い
て
、
い
っ
し
ょ
に
歩
い
て
家
に
帰
り
ま
し
た
。 

家
に
帰
る
と
、
お
や
つ
を
作
っ
て
く
れ
た
り
、
折
り
紙
を
教
え
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。 

 

最
近
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
ち
ょ
っ
と
ち
が
い
ま
す
。 

「
た
だ
い
ま
あ
。
」 

「
…
…
…
…
。
」 

い
つ
も
の
合
言
葉
が
返
っ
て
き
ま
せ
ん
。 

テ
レ
ビ
の
音
が
大
き
く
聞
こ
え
ま
す
。 

不
安
に
な
っ
て
居
間
を
の
ぞ
く
と
、 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
い
つ
も
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
を
見
て
い
ま
す
。 

近
づ
い
て
肩
を
か
る
く
た
た
い
て
「
た
だ
い
ま
。
」
と
言
う
と
、
び
っ
く
り
し
た
よ
う
に
、 

「
お
っ
、
お
か
え
り
。
今
帰
っ
た
ね
。
」 

と
や
っ
と
返
事
が
返
っ
て
き
ま
す
。 

 

今
ま
で
と
、
ち
ょ
っ
と
ち
が
う
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。 

ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
。 

「
ど
こ
か
調
子
が
悪
い
の
か
な
。
」 



お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
の
手
紙 

 

「
ゆ
う
か
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
の
手
紙
、
ま
た
こ
ん
な
と
こ
ろ
に 

 

置
い
た
ま
ま
に
し
て
。
前
は
あ
ん
な
に
楽
し
み
に
し
て
た
じ
ゃ
な
い
。
」 

 

お
母
さ
ん
の
声
が
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
わ
た
し
の
耳
に
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。 

「
ち
ゃ
ん
と
、
返
事
を
書
き
な
さ
い
よ
。
聞
い
て
る
の
。
」 

「
は
あ
い
。
」 

わ
た
し
は
、
し
か
た
な
く
テ
レ
ビ
を
消
し
て
立
ち
上
が
り
、
自
分
の
部
屋
に
手
紙
を
持
っ
て
行
き
ま

し
た
。 

（
へ
ん
じ
ね
え
…
…
。
） 

わ
た
し
は
、
手
紙
を
机
の
上
に
置
き
ま
し
た
。
手
紙
は
、
わ
た
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
届
い
た
も

の
で
す
。
以
前
か
ら
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
わ
た
し
に
よ
く
手
紙
を
書
い
て
く
れ
ま
し
た
。
便
せ
ん
や
ふ
う

と
う
も
か
わ
い
ら
し
く
、
何
よ
り
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
字
は
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
わ
た
し
は
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
か
ら
届
く
手
紙
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
で
す
。 

わ
た
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
、
そ
し
て
い
と
こ
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
小
さ
い
こ
ろ
は
、
毎
年
夏
休
み
に
な
る
と
家
族
で
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
と
こ
ろ
に
遊
び

に
い
っ
て
い
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
わ
た
し
に
ゆ
か
た
を
ぬ
っ
て
く
れ
た
り
、
近
く
の
お
祭
り

に
い
く
と
き
は
、
お
こ
づ
か
い
を
く
れ
た
り
し
て
、
と
て
も
か
わ
い
が
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
大
す
き
で
し
た
。 

（
で
も
ね
え
…
…
。
） 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手
紙
に
、
わ
た
し
は
ど
う
し
て
も
返
事
を
書
け
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

「
ゆ
う
か
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
返
事
は
書
い
た
の
。
」 

夕
飯
の
じ
ゅ
ん
び
を
手
伝
っ
て
い
る
と
、
お
母
さ
ん
が
聞
い
て
き
ま
し
た
。 

「
う
う
ん
。
ま
だ
、
書
い
て
な
い
。
」 

「
ど
う
し
て
書
か
な
い
の
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
返
事
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
と
思
う
よ
。
」 

「
待
っ
て
い
る
わ
け
な
い
よ
。
」 

「
ど
う
し
て
。
」 

わ
た
し
が
、
だ
ま
っ
て
い
る
と
お
母
さ
ん
は
、
何
度
も
何
度
も
聞
い
て
き
ま
す
。 

わ
た
し
は
、
だ
ん
だ
ん
は
ら
が
立
ち
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手
紙
を
お
母
さ
ん
に
見
せ
ま
し
た
。 



「
こ
の
手
紙
、
字
の
ま
ち
が
い
も
あ
る
し
、
わ
た
し
は
、
も
う
四
年
生
な
の
に
、
ひ
ら
が
な
ば
っ
か
り

で
書
い
て
く
る
し
、
そ
れ
に
ね
。
『
ゆ
か
さ
ん
へ
』
だ
っ
て
。
わ
た
し
は
ゆ
う
か
な
の
に
。
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
、
わ
た
し
の
こ
と
な
ん
て
ど
う
で
も
い
い
ん
だ
よ
。
さ
い
き
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
と
こ
ろ

に
、
行
か
な
く
な
っ
た
か
ら
、
も
う
か
わ
い
く
な
い
ん
だ
よ
。
」 

お
母
さ
ん
に
言
う
と
、
お
母
さ
ん
の
目
か
ら
ぽ
ろ
ぽ
ろ
と
な
み
だ
が
こ
ぼ
れ
て
き
ま
し
た
。 

わ
た
し
が
お
ど
ろ
い
て
い
る
と
、
お
母
さ
ん
は
、
わ
た
し
の
手
を
に
ぎ
っ
て 

「
ゆ
う
か
、
こ
こ
に
座
っ
て
。
」 

と
言
い
ま
し
た
。
二
人
で
す
わ
る
と
、
お
母
さ
ん
が
話
し
始
め
ま
し
た
。 

「
ゆ
う
か
に
は
、
言
っ
て
な
か
っ
た
け
ど･

･
･

。 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ね
、
こ
の
前
、
お
じ
さ
ん
た
ち
と

い
っ
し
ょ
に
病
院
に
行
っ
て
ね
。
『
認
知
症
』
っ
て
い
う
病
気
だ
っ
た
の
。
ゆ
う
か
も
聞
い
た
こ
と

あ
る
で
し
ょ
。
こ
の
病
気
は
ね
、
今
ま
で
で
き
て
い
た
こ
と
が
少
し
ず
つ
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
の
よ
。
だ
か
ら
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
き
っ
と
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
手
紙
を
書
い
た
ん
だ

け
ど
、
ゆ
う
か
の
名
前
を
ま
ち
が
っ
た
り
、
字
を
書
き
ま
ち
が
っ
た
り
し
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
」 

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
病
気
な
の･

･
･

。
」 

「
そ
う
だ
よ
。
き
っ
と
手
紙
を
書
く
の
も
少
し
ず
つ
む
ず
か
し
く
な
っ
て
い
く
ん
だ
ろ
う
ね
。
で
も
、

そ
ん
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
ゆ
う
か
の
こ
と
は
、
か
わ
い
い
と
思
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。
だ
か
ら
、
手

紙
を
く
れ
る
ん
だ
と
思
う
よ
。
」 

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
な
の
。
」 

「
う
ん
、
き
っ
と
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ
。
そ
し
て
、
ゆ
う
か
の
返
事
を
読
ん
だ
ら
、
う
れ
し
く
て
元
気

が
で
る
と
思
う
よ
。
」 

（
そ
っ
か
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
わ
た
し
の
こ
と
を
き
ら
い
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
ん
だ
。
） 

わ
た
し
は
、
そ
う
思
い
な
が
ら
、
も
う
一
度
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
の
手
紙
を
読
み
ま
し
た
。
も
う

一
回
読
む
と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
手
紙
を

書
い
て
く
れ
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

わ
た
し
は
、（
ど
ん
な
返
事
を
書
い
た
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
喜
ん

で
く
れ
る
か
な
。
）
と
思
い
な
が
ら
、

返
事
を
書
き
始
め
ま
し
た
。 

   



 

だ

れ

が

解

決

し

て

く

れ

た

の

か

な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１

 

 

わ

た

し

た

ち

の

学

校

で

は

、

総

合

的

な

学

習

の

時

間

に

学

校

の

近

く

に

あ

る

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

を

訪

問

し

、

交

流

体

験

活

動

を

行

っ

て

い

ま

す

。 

 

第

一

回

目

の

交

流

で

は

施

設

の

方

に

案

内

し

て

い

た

だ

き

、

施

設

の

見

学

を

し

ま

し

た

。

施

設

内

を

見

学

し

て

回

っ

て

い

る

と

、

二

人

の

お

じ

い

ち

ゃ

ん

が

言

い

合

い

を

し

て

い

ま

し

た

。 

 

「

昼

ご

は

ん

は

、

ま

だ

か

ね

。
」 

「

さ

っ

き

食

べ

た

や

ろ

。
」 

「

い

い

や

、

わ

し

は

食

べ

て

い

な

い

。
」 

「

い

や

い

や

、

十

二

時

に

食

べ

た

や

な

い

ね

。
」 

と

言

い

合

い

を

し

て

い

ま

す

。 

そ

の

横

を

通

り

か

か

っ

た

と

き

で

す

。 

「

ね

え

、

お

じ

ょ

う

ち

ゃ

ん

、

わ

し

は

食

べ

て

な

い

よ

ね

。
」 

と

一

人

の

お

じ

い

ち

ゃ

ん

が

い

き

な

り

私

に

声

を

か

け

て

き

ま

し

た

。
突

然

の

こ

と

で

わ

た

し

は

ど

う

し

て

よ

い

か

わ

か

ら

ず

、
何

も

言

え

ず

、
そ

の

ま

ま

通

り

過

ぎ

て

い

き

ま

し

た

。 

 

施

設

を

出

る

と

き

、
ま

た

あ

の

お

じ

い

ち

ゃ

ん

に

ば

っ

た

り

と

会

い

ま

し

た

。
わ

た

し

は

少

し

ど

き

ど

き

し

な

が

ら

、 

「

さ

よ

う

な

ら

」 

と

言

う

と

、

お

じ

い

ち

ゃ

ん

は

何

も

な

か

っ

た

か

の

よ

う

に 

「

さ

よ

う

な

ら

、

も

う

帰

る

と

ね

。
」 

と

言

っ

て

く

れ

ま

し

た

。 

わ

た

し

は

少

し

ほ

っ

と

し

ま

し

た

が

、
何

と

な

く

モ

ヤ

モ

ヤ

し

た

気

持

ち

が

胸

に

わ

き

お

こ

っ

て

き

ま

し

た

。 

「

あ

の

と

き

、

わ

た

し

は

ど

う

す

れ

ば

よ

か

っ

た

の

だ

ろ

う

。 

 

あ

の

あ

と

、

だ

れ

が

解

決

し

て

く

れ

た

の

か

な

。
」 

と

い

う

モ

ヤ

モ

ヤ

が

心

の

片

す

み

に

残

り

ま

し

た

。 

  



２ 

 

次

の

週

、

わ

た

し

た

ち

は

二

回

目

の

交

流

に

行

き

ま

し

た

。 

わ

た

し

た

ち

は

一

回

目

の

見

学

で

疑

問

に

思

っ

た

こ

と

を

質

問

と

し

て

、
ま

と

め

て

い

き

ま

し

た

。 

最

初

に

職

員

の

方

か

ら

施

設

に

つ

い

て

説

明

を

聞

き

ま

し

た

。 

入

所

者

の

数

や

年

齢

、
生

活

の

様

子

、
接

し

方

で

気

を

付

け

て

い

る

こ

と

な

ど

、
い

ろ

い

ろ

教

え

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。
入

所

し

て

い

る

方

の

中

に

は

、
よ

く

物

忘

れ

を

す

る

人

が

い

る

そ

う

で

す

。 

「

め

が

ね

を

置

い

た

と

こ

ろ

を

忘

れ

た

り

、
中

に

は

食

事

を

し

た

こ

と

を

忘

れ

た

り

す

る

人

も

い

ま

す

。
」 

と

い

う

話

を

聞

い

た

と

き

、
第

一

回

目

で

の

お

じ

い

ち

ゃ

ん

た

ち

を

思

い

出

し

、
あ

の

 

時

の

モ

ヤ

モ

ヤ

し

た

気

持

ち

が

よ

み

が

え

っ

て

き

ま

し

た

。 

 

職

員

の

方

へ

の

質

問

の

時

間

に

な

り

ま

し

た

。
み

ん

な

か

ら

働

く

時

間

や

苦

労

な

ど

、

た

く

さ

ん

の

質

問

が

次

々

と

出

さ

れ

ま

す

。 

わ

た

し

は

質

問

す

る

つ

も

り

は

な

か

っ

た

の

で

す

が

、
ど

う

し

て

も

あ

の

モ

ヤ

モ

ヤ

が

気

に

な

り

、

思

わ

ず

手

を

あ

げ

て

い

ま

し

た

。 

「

は

い

、

質

問

を

ど

う

ぞ

。
」 

と

わ

た

し

は

指

名

さ

れ

ま

し

た

。 

わ

た

し

は

胸

の

モ

ヤ

モ

ヤ

を

は

き

出

す

よ

う

に

、
あ

の

日

の

で

き

ご

と

を

話

し

ま

し

た

。
昼

ご

飯

を

食

べ

た

こ

と

を

忘

れ

て

い

た

お

じ

い

ち

ゃ

ん

に

声

を

か

け

ら

れ

、
何

も

言

え

な

か

っ

た

こ

と

、

何

も

で

き

な

か

っ

た

こ

と

。

そ

し

て

、
「

ど

う

す

れ

ば

よ

か

っ

た

の

か

」
「

あ

の

後

、

誰

が

解

決

し

て

く

れ

た

の

か

」

気

に

な

っ

て

い

た

こ

と

を

い

っ

き

に

話

し

ま

し

た

。 

す

る

と

、

職

員

の

方

は

、 

「

と

て

も

大

事

な

こ

と

を

話

し

て

く

れ

て

、
本

当

に

あ

り

が

と

う

。
い

い

機

会

な

の

で

み

な

さ

ん

に

大

事

な

こ

と

を

お

話

し

し

ま

す

。
」 

と

言

っ

て

、
『

認

知

症

』

と

い

う

病

気

の

こ

と

を

教

え

て

く

れ

ま

し

た

。

そ

し

て

、 

「

高

齢

者

と

接

し

て

い

て

、

ど

う

し

た

ら

い

い

の

か

な

、 

大

丈

夫

か

な

と

迷

っ

た

と

き

は

、
自

分

一

人

で

悩

ま

ず

に

 

周

り

の

お

と

な

の

人

に

知

ら

せ

て

ほ

し

い

の

で

す

。
」 

と

お

願

い

さ

れ

ま

し

た

。 

わ

た

し

は

胸

の

モ

ヤ

モ

ヤ

が

ス

ー

ッ

と

な

く

な

り

、
心

が

軽

く

な

っ

た

よ

う

に

感

じ

ま

し

た

。 

こ

れ

か

ら

、
わ

た

し

の

大

好

き

な

お

ば

あ

ち

ゃ

ん

も
『

認

知

症

』
に

な

る

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。
も

っ

と
『

認

知

症

』
の

こ

と

を

学

び

た

い

と

思

い

ま

し

た

。 



 

け
ん
兄に

い

、
す
ご
い 

ー
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
の
ひ
み
つ
ー 

 

ぼ
く
は
、
ゆ
た
か
。
小
学
六
年
生
だ
。
中
学
三
年
生
の
兄
が
い
る
。
兄
の

名
前
は
、
け
ん
い
ち
。
ぼ
く
は
「
け
ん
兄
」
と
よ
ん
で
い
る
。 

け
ん
兄
が
う
で
に
い
つ
も
つ
け
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
オ
レ
ン

ジ
色
の
リ
ン
グ
。
ぼ
く
は
、
け
ん
兄
の
そ
の
リ
ン
グ
の
こ
と
が
気
に
な
っ
て

い
た
も
の
の
、
き
っ
と
お
し
ゃ
れ
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
、
け
ん
兄
に
そ
の
理

由
を
聞
い
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
あ
る
日
、
け
ん
兄
が
オ
レ
ン
ジ
色
の
リ
ン
グ
を
つ
け
て
い
る
本
当

の
理
由
が
わ
か
っ
た
ん
だ
。 

そ
れ
は
、
学
校
か
ら
帰
っ
て
、
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
た
と
き
だ
っ
た
。
電
話
に
出
た
お
母
さ
ん
の
話

し
声
か
ら
、
そ
の
電
話
の
相
手
は
け
ん
兄
だ
と
す
ぐ
わ
か
っ
た
。 

電
話
を
切
っ
た
お
母
さ
ん
は
、
ぼ
く
の
方
を
向
い
て
言
っ
た
。 

「
お
兄
ち
ゃ
ん
を
迎
え
に
行
く
か
ら
、
ゆ
た
か
も
準
備
し
て
車
に
乗
っ
て
。
」 

（
ふ
だ
ん
は
バ
ス
で
帰
っ
て
来
る
の
に
ど
う
し
て
だ
ろ
う
。
）
と
思
い
な
が
ら
、
ぼ
く
は
、
お
母
さ

ん
の
車
に
乗
っ
た
。
辺
り
は
す
で
に
う
す
暗
く
な
っ
て
い
た
。 

数
分
で
け
ん
兄
が
い
る
バ
ス
停
に
つ
い
た
。
そ
こ
は
、
い
つ
も
け
ん
兄
が
降
り
て
い
る
バ
ス
停
と
は

ち
が
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
、
車
に
歩
い
て
く
る
け
ん
兄
の
と
な
り
に
は
知
ら
な
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

い
た
。
申
し
訳
な
い
と
い
っ
た
顔
を
し
て
い
た
。 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
車
に
乗
っ
て
き
た
け
ん
兄
が
、
お
母
さ
ん
に
言
っ
た
。 

「
こ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
は
、
と
な
り
の
市
の
ス
ー
パ
ー
の
近
く
み
た
い
な
ん
だ
。
お
母
さ
ん
、

家
ま
で
車
で
送
っ
て
も
ら
っ
て
も
い
い
？
」 

「
い
い
わ
よ
、
け
ん
い
ち
。
で
も
、
家
が
わ
か
る
か
し
ら
。
す
ぐ
に
、
家
が
見
つ
か
る
と
い
い
ん
だ

け
ど
。
」 

そ
う
い
う
と
、
お
母
さ
ん
は
車
を
出
し
た
。 

車
の
中
で
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、「
す
み
ま
せ
ん
ね
え
。
」
と
何
度
も
言
っ
て
い
た
。
そ
う
言
わ
れ

る
た
び
に
「
気
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
！
」
と
け
ん
兄
も
お
母
さ
ん
も
笑
顔
で
言
っ
て
い
た
。 

帰
っ
て
ゲ
ー
ム
が
し
た
か
っ
た
ぼ
く
は
、
け
ん
兄
に
き
い
て
み
た
。 

「
知
ら
な
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
、
あ
そ
こ
ま
で
わ
ざ
わ
ざ
送
っ
て
い
く 

 

の
？
」 

す
る
と
、
け
ん
兄
が
ぼ
く
に
向
か
っ
て
話
し
始
め
た
。 

「
乗
り
換
え
た
バ
ス
で
こ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
な
っ
た
ん

だ
。
バ
ス
に
乗
っ
た
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
バ
ス
の
運
転
手
さ
ん

が
話
を
し
て
い
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
帰
る
方
向
と
は
、
ち
が

う
方
向
の
バ
ス
に
乗
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
ん
だ
。
バ
ス
の

運
転
手
さ
ん
か
ら
『
別
の
バ
ス
に
乗
っ
て
く
だ
さ
い
。
』
と
言
わ

れ
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
不
安
そ
う
に
一
人
で
バ
ス
を
降
り
て
い

っ
た
ん
だ
よ
ね
。
気
に
な
っ
て
、
思
わ
ず
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
あ
と
を
つ
い

て
降
り
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
。
も
し
か
し
て
と
思
っ
て
。
そ
れ
で
、
お
母
さ
ん
に

電
話
を
し
た
ん
だ
。
ゆ
た
か
、
家
に
帰
る
の
が
ち
ょ
っ
と
遅
く
な
る
か
も
し

れ
な
い
け
ど
、
い
い
か
？
」 



 

 
ぼ
く
は
、
お
母
さ
ん
か
ら
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
助
け
て
あ
げ
て
ね
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

思
い
出
し
た
。
そ
れ
を
や
っ
て
い
る
け
ん
兄
は
か
っ
こ
い
い
な
と
思
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
ぼ
く
は
、「
い

い
よ
！
」
と
答
え
た
。 

さ
っ
き
言
っ
て
い
た
ス
ー
パ
ー
の
近
く
ま
で
来
た
。
お
母
さ
ん
た
ち
が
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
家
の
場

所
を
た
ず
ね
て
い
た
け
ど
、
ど
う
や
ら
家
の
場
所
が
は
っ
き
り
と
思
い
出
せ
な
い
み
た
い
。
ぼ
く
は

（
自
分
の
家
な
の
に
？
）
と
不
思
議
に
思
っ
た
。
と
り
あ
え
ず
、
車
を
停
め
、
い
っ
た
ん
降
り
て
、

家
を
探
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。 

 

さ
が
し
始
め
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
誰
か
を
呼
ぶ
よ
う
な
女
の
人
の
声
だ

っ
た
。
そ
ち
ら
を
向
く
と
、 

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
！
」 

と
は
っ
き
り
聞
こ
え
た
。
声
の
主
と
思
わ
れ
る
女
の
人
が
こ
ち
ら
に
近
づ
い
て
き
た
。 

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
！
！
」 

そ
の
人
は
泣
き
な
が
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
抱
き
つ
い
て
き
た
。 

女
の
人
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
娘
さ
ん
だ
っ
た
。
ス
ー
パ
ー
の
す
ぐ
横
が
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
だ

っ
た
の
だ
。
朝
、
出
か
け
先
で
離
れ
て
し
ま
っ
て
か
ら
、
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
た
ら
し
か
っ
た
。

警
察
に
も
相
談
し
て
い
て
、
そ
の
日
一
日
ず
っ
と
探
し
て
い
た
み
た
い
だ
っ
た
。
肩
を
落
と
し
て
帰

っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
う
ち
の
車
か
ら
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
降
り
て
く
る
の
を
た
ま
た
ま
見
つ
け
た
そ

う
だ
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
、
そ
の
女
の
人
も
何
度
も
何
度
も
お
礼
を
言
っ
て
い
た
。
み
ん
な
う
れ
し

そ
う
だ
っ
た
。
ぼ
く
も
、
う
れ
し
か
っ
た
。
け
ん
兄
、
す
ご
い
。 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
と
別
れ
て
、
帰
る
車
の
中
で
初
め
て
、
け
ん
兄
が
オ
レ
ン
ジ
の
リ
ン
グ
を
つ
け

て
い
る
わ
け
が
わ
か
っ
た
。
お
母
さ
ん
が
こ
ん
な
話
を
し
て
く
れ
た
ん
だ
。 

「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
※

は
、
『
認
知
症

し

ょ

う

』
の
人
を
応
援 え

ん

し
ま
す
と
い
う
目
印
な
の
。 

 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
中
に
は
、
大
事
な
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
な
ど
、
い
ろ
ん
な
場
面
で
困
っ

て
し
ま
う
人
た
ち
が
い
る
の
。
そ
の
人
た
ち
を
『
応
援
し
ま
す
』
と
い
う
気
持
ち
を
も
っ
た
人
が

つ
け
て
い
る
の
が
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
な
の
よ
。
お
兄
ち
ゃ
ん
は
、
困
っ
て
い
る
『
認
知
症
』
の
人

を
助
け
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
も
っ
て
い
て
、
こ
の
リ
ン
グ
を
つ
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
よ
。
」 

そ
れ
に
続
け
る
よ
う
に
、
け
ん
兄
が
言
っ
て
い
た
。 

「
そ
の
リ
ン
グ
を
も
ら
っ
た
と
き
、
特
別
な
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
い
い
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
が

あ
る
と
き
に
応
援
す
れ
ば
い
い
っ
て
言
わ
れ
た
ん
だ
。
今
日
が
た
ま
た
ま
、
そ
の
と
き
だ
っ
て
思

っ
た
わ
け
さ
。
そ
う
い
え
ば
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
は
、
小
学
生
で
も
つ
け
て
い
る
子
が
い
る
み
た

い
だ
よ
。
」 

 

そ
れ
か
ら
、
車
の
中
で
け
ん
兄
に
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も
ら
っ
た
。
『
認
知
症
』
と 

い
う
脳
の
病
気
に
つ
い
て
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
ど
う
や
っ
て
も
ら
っ
た
の
か
、

今
日
は
ど
ん
な
気
持
ち
で
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
声
を
か
け
た
の
か
…
…
。
話
を
聞
く

う
ち
に
、
ぼ
く
も
け
ん
兄
の
よ
う
な
、
応
援
す
る
人
た
ち
の
一
人
に
な
り
た
い
と

い
う
思
い
に
ど
ん
ど
ん
な
っ
て
い
た
。 

                                         

             

 

※ 

オ

レ

ン

ジ

リ

ン

グ

・

・

・
「

認

知

症

サ

ポ

ー

タ

ー

養

成

講

座

」

で

受

講

者

に

認

知

症

サ

ポ

ー

タ

ー

の

証

と

し

て

配

付

さ

れ

ま

す

。

学

校

で

の

出

張

講

座

な

ど

も

行

わ

れ

て

い

ま

す

。

詳

し

く

は

、

飯

塚

市

社

会

福

祉

協

議

会

（

℡

０

９

４

８

‐

２

９

‐

５

５

２

０

）

に

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。 



夕

景

―

ひ

と

っ

て

す

ば

ら

し

い 

  

僕

た

ち

が

祖

母

と

暮

ら

す

よ

う

に

な

っ

た

の

は

、

僕

が

小

学

五

年

の

と

き

だ

っ

た

。 

  

父

を

病

気

で

亡

く

し

、
僕

は

祖

母

の

家

で

母

と

妹

と

一

緒

に

生

活

す

る

こ

と

に

な

っ

た

。
祖

母

が

高

齢

に

な

っ

て

い

た

こ

と

も

あ

り

、
母

は

こ

の

町

で

看

護

師

の

職

を

見

つ

け

た

。 

 

祖

母

は

長

く

保

育

士

を

し

て

最

後

は

園

長

も

務

め

て

い

た

そ

う

で

、
い

わ

ゆ

る

し

っ

か

り

者

だ

っ

た

。
祖

母

は

身

が

軽

く

て

と

に

か

く

よ

く

動

き

、
よ

く

し

ゃ

べ

り

、
そ

し

て

料

理

上

手

だ

っ

た

。

僕

と

妹

は

、

祖

母

の

作

る

ハ

ン

バ

ー

グ

が

大

好

き

だ

っ

た

。 

 

見

知

ら

ぬ

土

地

で

暮

ら

し

始

め

た

僕

た

ち

の

さ

び

し

さ

を

、
祖

母

は

ず

い

ぶ

ん

と

救

っ

て

く

れ

た

。
お

腹

は

す

い

て

な

い

か

、
寒

く

は

な

い

か

、
そ

れ

ば

か

り

を

い

つ

も

心

配

し

て

く

れ

る

祖

母

だ

っ

た

。 

  

そ

れ

は

い

つ

か

ら

始

ま

っ

て

い

た

の

だ

ろ

う

。 

  

僕

が

中

学

三

年

生

に

な

る

頃

に

は

、
家

族

は

祖

母

の

変

化

を

感

じ

取

る

よ

う

に

な

っ

て

い

た

。 

こ

れ

が

「

年

を

と

る

」

っ

て

い

う

こ

と

な

の

か

な

っ

て

思

っ

た

の

も

そ

の

頃

だ

。 

  

最

初

は

さ

さ

い

な

変

化

で

し

か

な

か

っ

た

。 

 

さ

っ

き

聞

い

た

ば

か

り

の

こ

と

を

何

度

も

何

度

も

訊き

き

返

す

。
そ

の

た

び

に

家

族

か

ら

叱

ら

れ

る

。 

 

僕

の

こ

と

を

と

き

ど

き

叔

父

の

名

で

呼

ぶ

よ

う

に

な

る

。
何

度

訂

正

し

て

も

す

ぐ

に

繰

り

返

す

。 

 

た

だ

の

物

忘

れ

か

と

見

過

ご

し

て

い

く

う

ち

、
あ

ん

な

に

お

し

ゃ

べ

り

だ

っ

た

祖

母

の

口

か

ら

は

め

っ

た

に

言

葉

が

聞

か

れ

な

く

な

り

、
そ

の

顔

か

ら

は

次

第

に

表

情

が

失

わ

れ

て

い

っ

た

。 

 

ま

も

な

く

、
足

腰

も

弱

く

な

っ

て

い

っ

た

。
じ

っ

と

し

て

い

る

こ

と

が

な

か

っ

た

祖

母

は

、

い

つ

か

座

り

込

ん

で

い

た

り

横

に

な

っ

て

い

た

り

す

る

こ

と

が

多

く

な

っ

た

。 

 

最

も

大

き

く

変

わ

っ

た

の

は

、
何

を

や

る

に

も

物

憂

げ

に

な

り

気

力

が

な

く

な

っ

て

い

っ

た

こ

と

だ

。
あ

ん

な

に

好

き

だ

っ

た

料

理

の

味

も

一

定

で

は

な

く

な

っ

た

。
し

ま

い

に

は

、

も

う

台

所

に

立

つ

こ

と

も

な

く

な

っ

た

。 

 

そ

れ

は

、

僕

が

高

校

三

年

生

の

頃

の

こ

と

だ

。 

僕

た

ち

や

祖

母

の

こ

と

を

考

え

て

母

は

夜

勤

を

さ

け

て

い

た

が

、
時

に

は

ど

う

し

て

も

夜

勤

を

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

が

あ

っ

た

。 



 
「

智

樹

、

ば

あ

ち

ゃ

ん

の

こ

と

頼

ん

だ

よ

。

」 

 

夜

勤

に

向

か

う

母

は

、
そ

う

言

い

残

し

て

出

か

け

て

い

っ

た

。
祖

母

が

多

く

の

時

間

を

過

ご

す

テ

レ

ビ

の

あ

る

部

屋

で

僕

は

一

緒

に

過

ご

し

て

い

た

け

れ

ど

、
昨

晩

、
受

験

勉

強

で

遅

く

な

っ

た

僕

は

つ

い

う

と

う

と

し

て

し

ま

っ

た

。
ハ

ッ

と

目

を

覚

ま

す

と

祖

母

が

い

な

い･
･
･

。

外

は

も

う

薄

暗

く

な

り

始

め

て

い

た

。

家

の

あ

ち

こ

ち

を

捜

し

て

も

見

当

た

ら

な

い

。

慌

て

た

僕

は

思

わ

ず

外

へ

飛

び

出

し

た

。 

 

玄

関

を

出

て

、

右

へ

曲

が

る

。 

「

足

腰

の

弱

く

な

っ

た

ば

あ

ち

ゃ

ん

の

こ

と

だ

。
そ

ん

な

に

遠

く

へ

は

行

っ

て

い

な

い

は

ず

だ

。

い

や

そ

う

で

あ

っ

て

ほ

し

い

。

」 

 
 
 

家

を

出

て

一

〇

メ

ー

ト

ル

ほ

ど

行

っ

た

角

を

曲

が

っ

た

。 

 

い

た

。 

 

祖

母

の

前

で

は

四

，
五

歳

の

小

さ

な

女

の

子

が

泣

い

て

い

た

。
き

っ

と

転

ん

で

擦

り

む

い

た

の

だ

ろ

う

。
膝

に

は

血

が

に

じ

ん

で

い

た

。
祖

母

は

、
そ

の

女

の

子

の

前

に

し

ゃ

が

み

込

む

と

こ

ろ

だ

っ

た

。
祖

母

は

静

か

に

手

を

伸

ば

し

女

の

子

の

手

を

と

っ

た

。
と

て

も

自

然

な

動

き

だ

っ

た

。
祖

母

に

手

を

握

ら

れ

た

女

の

子

は

、
泣

き

声

を

次

第

に

弱

め

て

い

っ

た

。
そ

の

場

に

追

い

つ

い

た

そ

の

子

の

お

母

さ

ん

が
「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。
」
と

お

礼

を

言

っ

て

も

、
祖

母

は

た

だ

静

か

に

女

の

子

の

手

に

自

分

の

手

を

添

え

て

い

た

。 

 

僕

は

、
そ

の

と

き

、
祖

母

の

心

の

ど

こ

か

で

変

わ

る

こ

と

な

く

眠

り

続

け

て

い

る

何

か

を

見

た

よ

う

な

気

が

し

た

。
祖

母

が

女

の

子

の

手

を

包

む

そ

の

姿

は

、
祖

母

の

存

在

が

女

の

子

の

す

べ

て

を

優

し

く

包

み

込

ん

だ

よ

う

に

見

え

た

か

ら

だ

。
そ

れ

は

、
祖

母

が

過

ご

し

て

き

た

今

ま

で

の

時

間

、
人

生

そ

の

も

の

だ

っ

た

の

か

も

し

れ

な

い

。 

  

曲

が

り

角

の

向

こ

う

に

広

が

る

空

は

、

沈

み

ゆ

く

夕

陽

で

紅

く

染

ま

り

始

め

て

い

た

。
空

を

染

め

る

夕

陽

を

浴

び

た

女

の

子

と

祖

母

の

シ

ル

エ

ッ

ト

は

、
美

術

の

教

科

書

で

見

た

ミ

レ

ー

の

「

晩

鐘

」

に

、

僕

に

は

重

な

っ

て

見

え

た

。 

 

何

も

声

を

か

け

ら

れ

な

い

ま

ま

、
し

ば

ら

く

僕

は

黙

っ

て

そ

れ

を

見

て

い

た

。
こ

ん

な

に

美

し

い

光

景

を

僕

は

ほ

か

に

し

ら

な

い

。
だ

っ

て

、
ほ

ん

と

う

に

美

し

か

っ

た

ん

だ

か

ら

。 



あ

の

橋

の

向

こ

う

に 

 

「

今

日

の

数

学

は

難

し

か

っ

た

…

。

」 

 

期

末

テ

ス

ト

の

こ

と

だ

。
美

帆

と

そ

ん

な

話

を

し

な

が

ら

、
帰

宅

し

て

い

た

。
最

寄

り

駅

の

手

前

に

は

大

き

な

川

が

流

れ

、
橋

が

架

か

っ

て

い

た

。
橋

の

中

程

で

お

ば

あ

さ

ん

が

一

人

、
川

面

か

わ

も

を

見

て

い

た

。
通

り

す

が

り

に

お

ば

あ

さ

ん

を

横

目

で

見

る

と

、
何

か

つ

ぶ

や

く

よ

う

に

口

が

か

す

か

に

動

い

て

い

た

。 

 

五

メ

ー

ト

ル

ほ

ど

行

き

過

ぎ

て

か

ら

美

帆

が

立

ち

止

ま

り

、 

「

ね

え

、

遙

佳

。

あ

の

お

ば

あ

さ

ん

、

な

ん

だ

か

心

配

じ

ゃ

な

い

？

ほ

ら

、
あ

れ

じ

ゃ

な

い

？

徘

徊

っ

て

い

う

の

。
」

と

後

ろ

を

振

り

返

っ

て

言

っ

た

。 

「

う

ん

、

私

も

気

に

な

っ

て

い

た

ん

だ

。

」 

「

声

を

か

け

て

み

よ

う

か

。

」

何

事

に

も

積

極

的

な

美

帆

が

そ

う

言

っ

た

。 

「

で

も

…

、

も

し

違

っ

て

い

た

ら

気

を

悪

く

す

る

ん

じ

ゃ

な

い

か

な

。

そ

れ

に

、

声

を

か

け

て

も

そ

の

後

ど

う

し

た

ら

い

い

か

わ

か

ら

な

い

し

―

。

大

人

の

ひ

と

も

通

っ

て

い

る

こ

と

だ

し

、
任

せ

て

お

い

た

方

が

い

い

ん

じ

ゃ

な

い

？

」 

「

そ

う

か

な

あ

…

。

う

ん

、

そ

う

だ

ね

。

帰

っ

て

勉

強

も

し

な

き

ゃ

な

ら

な

い

し

ね

。

」 

 

美

帆

と

私

は

と

き

ど

き

後

ろ

を

振

り

向

き

な

が

ら

、

駅

へ

向

か

っ

た

。 

 

三

日

後

の

こ

と

だ

っ

た

。 

 

朝

食

を

食

べ

て

い

た

私

は

、

テ

レ

ビ

か

ら

流

れ

て

き

た

ニ

ュ

ー

ス

に

箸

を

止

め

た

。 

 
 

車

で

通

り

か

か

っ

た

男

性

、

認

知

症

の

女

性

を

保

護

す

る 

 

三

日

前

の

自

分

を

思

い

出

し

て

、

心

が

疼う

ず

い

た

。 

  

昼

休

み

、
美

帆

と

そ

の

こ

と

を

話

し

て

い

た

。
思

い

が

け

ず

後

ろ

か

ら

声

を

か

け

ら

れ

た

。 

「

何

の

話

？

」 

 

七

瀬

先

生

だ

っ

た

。
七

瀬

先

生

は

、
五

十

代

の

女

性

の

先

生

だ

。
い

つ

も

の

よ

う

に

眼

鏡

の

奥

の

目

は

微

笑

ん

で

い

る

。

私

た

ち

は

何

が

あ

っ

た

か

、

話

す

こ

と

に

し

た

。 

「

そ

う

か

あ

、
そ

ん

な

こ

と

が

あ

っ

た

ん

だ

ね

。
で

も

、
私

も

あ

な

た

た

ち

と

あ

ま

り

違

い

は

な

い

よ

。

」 

「

え

っ

、

先

生

も

声

を

か

け

ず

に

行

っ

て

し

ま

う

ん

で

す

か

？

」 

「

い

や

、

そ

の

時

の

状

況

に

よ

る

け

ど

、

声

は

か

け

た

い

と

思

っ

て

い

る

。

け

れ

ど

、

人

間

は

い

つ

も

い

つ

も

立

派

な

こ

と

ば

か

り

は

で

き

な

い

も

の

よ

。
た

だ

ね

、
実

は

私

の

母

も

認

知

症

だ

っ

た

。
去

年

、
亡

く

な

っ

て

し

ま

っ

た

け

ど

ね

。
認

知

症

と

い

う

の

は

病

気

な

の

。
は

じ

め

病

気

だ

と

わ

か

ら

な

か

っ

た

私

は

、
今

思

え

ば

母

の

こ

と

を

理

解

し

て

あ

げ

ら

れ

な

か

っ

た

。
後

悔

と

い

う

点

で

は

、
あ

な

た

た

ち

と

私

は

一

緒

だ

っ

た

。

」 



 
 

美

帆

と

私

は

顔

を

見

合

わ

せ

た

。 

「

は

じ

め

の

頃

、

ほ

ん

の

数

分

前

の

こ

と

を

忘

れ

て

し

ま

う

母

に

と

ま

ど

っ

て

い

た

。

一

方

で

、
う

ち

の

母

に

限

っ

て

、
と

思

い

た

か

っ

た

ん

だ

と

思

う

。
次

第

に

言

葉

や

行

動

が

ち

ぐ

は

ぐ

に

な

っ

て

い

く

母

に

私

は

怒

っ

て

、

よ

く

叱

る

よ

う

に

な

っ

て

い

っ

た

。 私

自

身

も

あ

る

意

味

で

迷

子

に

な

っ

て

い

た

の

ね

。
そ

の

せ

い

か

母

は

だ

ん

だ

ん

元

気

を

な

く

し

て

い

っ

た

よ

う

な

気

が

す

る

。
い

ち

ば

ん

苦

し

く

て

、
い

ち

ば

ん

悲

し

い

思

い

を

し

て

い

た

の

は

、

ほ

ん

と

う

は

母

自

身

だ

っ

た

の

に

ね

。

」 

私

た

ち

は

、

先

生

の

話

に

聴

き

入

っ

て

い

た

。 

「

母

の
『

あ

る

が

ま

ま

』
を

私

が

ほ

ん

と

う

に

受

け

入

れ

ら

れ

る

よ

う

に

な

る

前

に

母

は

亡

く

な

っ

て

し

ま

っ

た

け

れ

ど

、

こ

ん

な

こ

と

が

あ

っ

た

の

。

」 

 

先

生

は

イ

ス

に

腰

を

お

ろ

し

た

。 

「

あ

る

日

、
母

が

家

を

出

た

き

り

な

か

な

か

帰

っ

て

こ

な

い

こ

と

が

あ

っ

た

。
や

っ

と

見

つ

け

た

と

き

に

ま

た

私

は

叱

っ

て

し

ま

っ

た

け

ど

、
母

は

な

か

な

か

動

こ

う

と

し

な

く

て

…

。 

こ

れ

は

後

で

思

い

当

た

っ

た

こ

と

な

ん

だ

け

ど

、
母

が

い

た

辺

り

に

は

女

学

校

時

代

の

お

友

だ

ち

が

い

て

ね

、
そ

の

家

を

訪

ね

て

い

こ

う

と

し

て

い

た

ら

し

い

の

。
よ

く
『

徘

徊

』
な

ん

て

言

い

方

を

す

る

け

ど

、
当

て

も

な

く

歩

き

回

っ

て

い

る

わ

け

じ

ゃ

な

い

の

ね

。
し

っ

か

り

し

た

理

由

が

あ

っ

た

の

よ

。
た

だ

、
そ

れ

を

忘

れ

て

し

ま

う

こ

と

が

あ

る

―

。 

そ

の

時

、
私

は

気

が

つ

い

た

。
見

え

づ

ら

い

だ

け

で

、
母

に

は

し

っ

か

り

し

た

意

思

が

あ

る

ん

だ

と

。

」 

「

意

思

…

。

」

私

は

つ

ぶ

や

い

た

。 

 

美

帆

が

き

い

た

。 

「

で

、

先

生

は

お

母

さ

ん

の

意

思

が

わ

か

る

よ

う

に

な

っ

た

ん

で

す

か

。

」 

「

少

し

は

ね

。
で

も

私

は

思

う

。
結

局

は

そ

の

人

と

関

わ

り

あ

っ

て

学

ん

で

い

く

し

か

な

い

ん

だ

な

っ

て

。
ひ

と

つ

わ

か

れ

ば

、
次

の

わ

か

り

た

い

こ

と

が

出

て

く

る

。
そ

の

繰

り

返

し

の

中

で

心

に

ス

ト

ン

と

落

ち

て

く

る

も

の

が

あ

る

は

ず

だ

と

。

」 

「

私

た

ち

に

も

で

き

る

か

な

…

。

」

私

は

ま

た

つ

ぶ

や

い

た

。 

「

そ

ん

な

に

難

し

く

考

え

な

く

て

も

い

い

。
は

じ

め

か

ら

特

別

な

こ

と

を

や

ろ

う

と

し

な

く

て

も

い

い

。
鉛

筆

を

忘

れ

た

友

だ

ち

に

鉛

筆

を

貸

し

て

あ

げ

る

よ

う

な

さ

り

げ

な

さ

で

、
ま

ず

一

歩

を

踏

み

出

し

て

み

る

。
認

知

症

の

人

や

そ

の

家

族

を

少

し

ず

つ

理

解

し

て

、
自

分

に

で

き

る

こ

と

を

や

っ

て

み

る

。
そ

れ

だ

け

で

、
あ

な

た

た

ち

は

い

つ

の

ま

に

か

、

誰

か

の

杖

と

な

っ

て

い

る

。 

 

お

年

寄

り

も

若

い

人

も

み

ん

な

い

て

こ

そ

、
ほ

ん

と

う

の

社

会

。
そ

の

人

た

ち

と

の

い

い

一

日

を

積

み

上

げ

て

い

く

。
そ

の

向

こ

う

に

、
認

知

症

の

人

に

と

っ

て

安

心

し

て

暮

ら

し

て

い

け

る

街

が

で

き

て

い

た

ら

い

い

な

。

」 

 
 

少

し

の

勇

気

を

も

っ

て

、

あ

の

橋

の

向

こ

う

へ

行

っ

て

み

よ

う

、

そ

う

思

っ

た

。 

  



にんちしょう

認知症って何？

共通教材 ①



日本は 高齢社会

お年寄りの人が
多くなっている

②



にんちしょう のう びょうき

認知症は、脳の病気？

だれでも年をとるほど
にんちしょう

認知症になりやすくなる！！

③



にんちしょう

認知症になると・・・

おぼえられない

わすれてしまう

④



にんちしょう

認知症になると・・・

時間や月日がわからない

場所がわからない

人がわからない など

⑤



にんちしょう

認知症になると・・・

機械が使えなくなる

考えるスピードがおそくなる など

計画通りにできない

⑥



不安が 大きくなる

にんちしょう

認知症になると・・・

⑦



元気がなくなる

ものをとられたと思いこむ

道に迷って 家へ 帰れない

にんちしょう

認知症は・・・
⑧



まわりの人の助けが
大切になる

にんちしょう

認知症になると・・・

⑨



どんな 接し方があるのかな？

考えてみよう。

⑩



やさしい 言葉かけ

⑪



笑顔で 接する

⑫



大人に 知らせる

⑬



やさしい
言葉かけを
する

笑顔で接する

みんなで
ささえる

大人に
知らせる

⑭



福 祉 文 教 委 員 会 

平成 31 年 3 月 7 日提出 

 

Warm Blue IIZUKA～みんな同じ青い空の下で。～ 企画概要 

 

目  的 

 自閉症スペクトラム及び発達障がい全般に対する啓発 

内  容 

発達障がいへの理解や関心を深めるため、飯塚市役所本庁舎を青色にライト 

アップする。また、ライトアップ初日点灯前に、飯塚市役所本庁南側２階テラスで

ライトアップセレモニーを行う。 

期  間 

 平成３１年４月２日（火）～７日（日） 

時  間 

 １８時～２２時（２日のみ１９時から点灯） 

場  所 

 飯塚市役所本庁舎 南側壁面 

費  用 

 全額実行委員会が負担  

実施主体 

 Warm Blue IIZUKA 実行委員会 

共  催 

 飯塚市（福祉部社会・障がい者福祉課） 

そ の 他 

 啓発活動として、２階展示コーナーを活用してパネル展示、ポスター掲示、リー

フレット配布を行います。 

 



会  

福祉文教委員会資料            

平成 31 年 3 月 7 日提出 

「生活保護処分取消請求、保護開始日義務付け等請求併合事件」について 

H28.10.24
原告が緊急搬送される

（入院）

H28.10.31
　　　原告による生活保護
　　　　申請意思表示

H28.11. 9 原告からの申請書受理

H29. 1.31 原告が県に審査請求を行う

H30. 6. 1 県による審査請求の裁決 

H30.12. 9 原告が訴状を提出

生活保護法（抜粋）

訴訟

(原告の請求)

保護開始日

原告の明確な申請意
思が認められる日

保護開始日

訴　訟　ま　で　の　経　緯

年 月 日 内　　　　　容
審査請求当初

（原告の申立て）（市の決定）

当初
保護開始日

（県の裁決）

（申請保護の原則）
第７条　保護は、要保護者、その扶養義務者又はその他の同居の親族の申請に基いて開始するものとする。但し、要保護者が急迫した状況にあるときは、保護の申
請がなくても、必要な保護を行うことができる。

生活支援課職員
と原告との面談

裁決後の決定

（市の再決定）

原告の開始日
　の却下

再度の
保護開始日

市の開始日
の取下げ

     



 

福 祉 文 教 委 員 会 資 料 

平 成 3 1年 3月 7日 提 出 

 

学校給食調理等業務の受託候補者特定について 

 

 

１ 報告の理由 

2019年（平成31年）4月から実施する小中一貫校穂波東校、飯塚第二中学校、飯塚

東小学校及び小中一貫校幸袋校の自校方式給食調理等業務の受託候補者特定につい

て、飯塚市給食運営審議会より答申があったため、報告するもの。 

 

２ 飯塚市給食運営審議会の開催日 

平成30年11月30日(金)、平成31年1月23日(水)、平成31年1月31日(木) 

 

３ 答申の概要 

(1)答申日 平成31年2月1日(金) 

(2)答申の内容 

①受託候補者 

対象学校名 受託候補者 

小中一貫校穂波東校 
商 号 学校法人中村学園 中村学園事業部 

所在地 福岡市博多区博多駅東一丁目1番7号 

飯塚第二中学校 

飯塚東小学校 

商 号 株式会社共立メンテナンス ＰＫＰ事業本部九州支店 

所在地 福岡市博多区博多駅前三丁目26番29号 

小中一貫校幸袋校 
商 号 シダックス大新東ヒューマンサービス株式会社 

所在地 東京都調布市調布ヶ丘三丁目6番地3号  

 

 

 



 

 

 

 

飯塚市学校給食調理等業務受託候補者特定 

 

答 申 書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 31 年 2 月 1 日 

 

飯塚市給食運営審議会 

 

 

 

 

 

 



 

飯塚市学校給食調理等業務受託候補者の特定について  

 

飯塚市給食運営審議会    

 

■  はじめに  

飯塚市は、現行の給食調理業務委託契約が期間満了を迎える小・中学校での

給食調理等業務について、小中一貫校穂波東校、飯塚第二中学校、飯塚東小学

校、小中一貫校幸袋校において、2019 年 4 月から 2024 年 3 月までの 5 年間で

それぞれ民間事業者に業務委託することを決定し、平成 30 年 10 月 15 日、飯

塚市教育委員会から、その受託事業者をプロポーザル方式にて選定し、受託候

補者として特定するよう飯塚市給食運営審議会に諮問がなされるとともに、前

述の各業務委託対象小学校及び中学校の学校長 3 名、同対象校の児童・生徒の

保護者代表 3 名並びに市内小中学校の栄養教諭 5 名の合計 11 名が本審議会臨

時委員に委嘱又は任命されました。  

このため、本審議会では、臨時委員 11 名を含む全 13 名の委員で構成する専

門部会を設置し、平成 30 年 11 月 30 日に開催した会議から、一次審査及び二

次審査の実施を含め 3 回にわたる慎重な審議を重ね、下記３業務については受

託候補者を以下のとおり特定するに至りました。  

 

■  受託候補者及び特定理由  

1 受託候補者  

【穂波東小中学校給食調理等業務】  

    学校法人中村学園中村学園事業部  

【飯塚第二中学校区給食調理等業務】  

 株式会社共立メンテナンス PKP 事業本部九州支店  

【幸袋小中学校給食調理等業務】  

 シダックス大新東ヒューマンサービス株式会社  

 

 

 

 

 



 

2 特定理由  

この事業者を受託候補者として特定した理由は以下のとおりです。  

一  学校給食の目的や意義を十分に理解しており、豊富な経験に基づいた安

心・安全な給食の提供と、学校における食に関する指導及び食育推進につ

いて、より具体的で適切な提案を行っていること  

二  学校給食法第 9条第 1項に規定する学校給食衛生管理基準の内容を正し

く理解しており、安全衛生面に関する独自のマニュアルを整備し、専門的

な知識や技術を習得するための社員研修体制を構築するなど、効果的な教

育体制を有していること  

三  社員が学校に勤務することを踏まえ、児童・生徒をはじめとして、教職

員、保護者等と良好なコミュニケーションを図ることを重視しており、学

校と連携して各種行事へ積極的に参加協力するなど、学校と一体となった

業務遂行について、具体的な方針を提示していること  

 

以上により、これらの事業者の提案が総合的に優れたものであったことか

ら、受託候補者として特定したものです。  

 

■  特定までの経過  

平成 30 年 10 月 15 日（月）飯塚市教育委員会からの諮問  

平成 30 年 11 月 30 日（金）第１回飯塚市給食運営審議会（専門部会設置）  

平成 30 年 12 月 3 日（月）プロポーザル参加事業者募集開始  

（飯塚市物品・役務有資格者名簿登載事業者対象） 

平成 30 年 12 月 26 日（水）参加表明書の受付締切（５社が提出）  

平成 31 年 1 月 15 日（火）企画提案書等提出期限（５社が提出）  

平成 31 年 1 月 23 日（水）第１回専門部会において一次審査を実施  

（企画提案書等資料の書類審査）  

平成 31 年 1 月 24 日（木）一次審査の結果通知  

平成 30 年 1 月 31 日（木）第２回専門部会において二次審査を実施  

（ヒアリング審査及び企画提案書等資料の書類  

審査による受託候補者特定）  

 

 



 

■採点結果  

1 一次審査（ 630 点満点、高得点順）  

 

1 位  2 位  3 位  4 位  5 位  

B 社  D 社 A 社 C 社  E 社  

434 点  418 点  410 点  361 点  334 点  

 

※一次審査では、一次審査選考委員 7 名の評点の合計点（ 630 点満点）を

算出し、全 5 社を選定候補者として選定した。  

 

2 二次審査（ 630 点満点、高得点順）  

 

1 位  2 位  3 位  4 位  5 位  

D 社 A 社 C 社  E 社  B 社  

477.4 点  476.1 点  473.8 点  473.6 点  466.1 点  

 

※二次審査では、二次審査選考委員 9 名による定性的評価の評点（ 450 点

満点）に、業務毎の各提案見積額の価格評点（ 180 点満点）を加算し集

計した。  

 

3 受託候補者の特定（一次及び二次審査の総合評点を算出し全 3 社を特定）  

 

1 位  2 位  3 位  4 位  5 位  

B 社  D 社 A 社 C 社  E 社  

900.1 点  895.4 点  886.1 点  834.8 点  807.6 点  

 

※プロポーザルに参加する全 5 業者について、総得点の 6 割を満たしてい

たが、本プロポーザル実施要領 10 項 (3)で定める基準に基づき、総合評

点の上位 3 社を受託候補者として特定した。  

 

 

 



 

4 対象学校業務毎の受託候補者特定  

対象学校業務毎の受託候補者は、本プロポーザル実施要領 10 項 (4)の①か

ら③の項目で定める特定方法の事項に基づき、一次審査を通過した選定候補

者から事前提出を受けた受託業務の希望順位に沿って各候補者が希望して

いる上位の業務へ割当て等を行い、次のとおり対象学校毎に受託候補者を特

定した。  

 

〇  本プロポーザル実施要領 10 項 (4)の①に定める方法に基づき、総合評点

1 位から 3 位までに特定された候補者 3 社のうち、総合評点 1 位の候補者

のみ「飯塚第二中学校区給食調理等業務」を受託希望順位 1 位としており、

受託候補者として特定した。  

 

〇  総合評点 2 位の候補者のみ「幸袋小中学校給食調理等業務」を受託希望

順位 1 位としており、受託候補者として特定した。  

 

  〇  総合評点 3 位のみ「穂波東小中学校給食調理等業務」を受託希望順位 1

位としており、受託候補者として特定した。  

 

 

■  一次審査及び二次審査の候補者選定基準  

評価項目  
一次審査

の評点  

二次審査  

の評点  
合  計  

1．経営状況及び実績  20  20 

2．学校給食に対する基本的な考え方  5   5 

3．学校給食における安全衛生管理  55  55 

4. 危機管理  10  10 

5. 学校給食に対する取り組み   15 15 

6. 学校給食調理業務の実施体制   25 25 

7. 調理従事員の教育、研修等   10 10 

8．価格評価   20 20 

合  計  90 70 160 

 



1．市内居住児童の特定教育・保育施設（保育所・こども園）支給認定状況（人）（２・３号のみ）     ※認定者数＝申込者数 平成31年3月6日現在

年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

28 3,117 3,178 3,206 3,244 3,286 3,334 3,375 3,420 3,448 3,425 3,450 3,451

29 3,248 3,301 3,333 3,362 3,393 3,445 3,480 3,501 3,491 3,520 3,561 3,553

30 3,393 3,432 3,476 3,523 3,566 3,599 3,655 3,710 3,735 3,696 3,715 3,711

31 3,500

2．市内居住児童の特定教育・保育施設（保育所・こども園）利用状況（人）（２・３号のみ）

年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

28 3,069 3,114 3,140 3,183 3,207 3,237 3,260 3,285 3,308 3,335 3,351 3,352

29 3,178 3,216 3,253 3,286 3,309 3,349 3,367 3,381 3,401 3,423 3,459 3,451

30 3,320 3,351 3,399 3,443 3,478 3,510 3,547 3,570 3,590 3,600 3,611 3,606

31 3,365

3．未利用者（人）（毎月１日現在）

年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

28 48 64 66 61 79 97 115 135 140 90 99 99

29 70 85 80 76 84 96 113 120 90 97 102 102

30 73 81 77 80 88 89 108 140 145 96 104 105

31 135

平成３１年度の未利用者数には広域入所委託分等調整中児童 を含む。

福祉文教委員会資料

平成31年3月7日提出
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平成31年4月分年齢別状況

1．市内居住児童の特定教育・保育施設（保育所・こども園）支給認定状況（人）（２・３号のみ）     ※認定者数＝申込者数

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 総計

223 618 635 688 659 677 3,500

2．市内居住児童の特定教育・保育施設（保育所・こども園）利用状況（人）（２・３号のみ）

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 総計

195 573 607 661 654 675 3,365

3．未利用者（人）（毎月１日現在）

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 総計

28 45 28 27 5 2 135
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